






――  鉱毒地救済婦人会を中心に ――















































































1886（明治 19）年 12 月 6 日、日本橋教会で「東
京婦人矯風会」が発会。初代会頭は矢島楫子2）、会員
56 名。1888（明治 21）年、機関誌『東京婦人矯風会』


















































































































































『廢娼之急務』を執筆（発行は 1900 年 10 月 12 日、
博文社、島田三郎の序）している。さらにまた、木下
































年 11 月 28 日、群馬県議会が廃娼建議を可決するが、
それに呼応して東京でも廃娼演説会が開かれる。同年
12 月 9 日、矯風会廃娼演説会で、植木枝盛、島田三
郎が、1890（明治 23）年、3 月 8 日には、島田三郎、
巖本善治が講演している。3 月 21 日、前橋の青年廃
娼協議会結成会に潮田千勢子と佐々城豊寿17）が出席。














明治 34 年の『婦人新報』第 49 号に掲載された当
時の全国の矯風会一覧（明治 34 年 4 月調査）によれ
ば、明治 26 年名古屋、27 年横浜、28 年は外国人、
29 年東北宮城、30 年北海道函館、室蘭、関西神戸
……31 年は上毛基督教矯風会18）が発会、この年は実






























































































































すでに述べたが、明治 34 年 11 月 1 日、潮田千勢子
らは、毎日新聞社の鉱毒演説会を傍聴する。被災地を
実視しなければと思い立ち、その後、有志婦人数名で、





年 11 月 25 日・12 月 2 日発行）と２号にわたって
報告している。また、『婦人新報』vol.56 号（明治 34



































































11 月 22 日から毎日新聞の松本英子が，「鉱毒地の
惨状」を連載（明治 35 年 3 月 23 日まで）｡ 足尾鉱
毒被害民を訪問した＜救済婦人会＞の婦人の筆（みど
り子）とし、被害民と被害地の疲弊した実情を絵入り

































































潮田は、1902 年 1 月 5 日から田村直臣、木下尚江
と共に京阪地方に遊説に出かけ、15 日に帰京してい
る。「鉱毒救済問題彙報」『婦人新報』vol.58（ 明治









































































































































































人矯風会百年史』ドメス出版 1986 年 p164






































































造の世界』1986 年 1 月、谷中村出版社
37）雑録「慈愛館」『六合雑誌』250 号 pp.61-64（明


















『田中正造の世界』谷中村出版社、1986 年 1 月
日本キリスト教婦人矯風会編『日本キリスト教婦人矯
風会百年史』ドメス出版 1986 年
日本キリスト教婦人矯風会『婦人新報』（復刻版）不
二出版、1986 年
田村紀雄編『私にとっての田中正造』総合労働研究所、
1987 年
婦女新聞社『婦女新聞』（復刻版）不二出版、1982 年
木下尚江『木下尚江全集』第一巻　教文館　1990 年
田村紀雄・志村章子共編『語りつぐ田中正造―先駆の
エコロジスト』社会評論社　1991 年
尾辻紀子『近代看護への道―大関和の生涯』新人物往
来社　1996 年
田村紀雄『田中正造をめぐる言論思想―足尾鉱毒問題
の情報化プロセス』社会評論社、1998 年
田村紀雄『川俣事件―足尾鉱毒をめぐる渡良瀬沿岸誌』
社会評論社　2000 年
飯島伸子編著『公害・労災・職業病年表 （新版）』す
いれん舎　2007 年
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